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１ 計画及び白書策定経緯
（１）鎌倉市のインフラ施設
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※この図は平成25年度社会基盤施設白書で整理した
   鎌倉市が管理するインフラを中心に描いたものです。
   （ただし平成27年4月に開園した鎌倉広町緑地を追加し示しています。

平成27年（2015年）３月にインフラの総量把握、劣化状況や課題等を整理した
「社会基盤施設白書」を策定。
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インフラ全体 一般会計 下水道事業
特別会計

経費

40億/年

86億/年

27億/年

59億/年

18億/年 22億/年

2.16倍

1.48倍

2.75倍

平成25（2013年度）年度
歳出実績

一般会計 ＋
下水道事業
特別会計

H25年比の
増加割合

１ 計画及び白書策定経緯
（２）「鎌倉市社会基盤施設白書（H27.3）」における将来経費計算結果

平成27年（2015年）３月「鎌倉市社会基盤施設白書」において、
現在の管理方法を続けるとインフラ全体では2.16倍の経費がかかると試算。
※H29～R38（ 2017～2056）年度の経費平均をH25年度の歳出実績との比較。
※生活環境施設を除く。

図 1-2 インフラ管理経費の将来予測
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平成27（2015）年度

経費

昭和40（1965）年度

整備中心 維持管理・補修更新中心

ピークの平準化

経費の縮減

ピークの平準化

１ 計画及び白書策定経緯
（３）インフラ投資の最適化の必要性

インフラ全体のマネジメントが必要

図 1-3 インフラ投資の最適化の必要性

インフラ管理の効率化、改善により
経費の圧縮、平準化が必要。
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第1章 計画の目的と位置づけ
・本市の現状（インフラの老朽化、インフラ管理経費の増加、インフラの管理のための財源確保は困難）
・インフラ管理の目的 ： 市民の安全・安心を守り、市民生活を支え続ける
・マネジメントの方向性 ： インフラの管理のあり方を基本から見直す

適正かつ持続的にインフラを管理する方針を定める
管理経費の縮減方策を網羅的に示し、効果の見通しを試算する

第2章 社会基盤施設の現状と課題
・本市の地域特性・都市構造、人口、財政
・インフラの現状
（施設の特徴、管理数量、各施設の情報・データの管理状況、
管理経費の実績と将来経費の試算）

施設の状態に関する課題

管理経費に関する課題

組織や体制に関する課題

施設情報の管理に関する課題

￥

i

インフラの管理に関する課題

第3章 社会基盤施設マネジメントの基本方針

・マネジメントの基本方針
・基本施策策定のための5つの視点と3つの手法
・23の基本施策

安全・安心で魅力あるインフラの維持

継続的な財政負担軽減及び新たな財源の
確保への取組みとリスク評価による優先度
設定

市民・民間事業者・行政が一体となった
計画の推進

適切な情報管理に基づくインフラ管理

￥

i

基本方針

マネジメント計画の目標

①適切なインフラ管理の実施
②適切なサービスレベルの設定
③インフラ総量の抑制
④インフラ管理コストの圧縮、削減、平準化

第4章 施設別マネジメント計画
・施設管理の目標
・施設の管理方針
・主な施策の内容

第5章 将来経費の試算
・一般会計での効果と見通し
・下水道事業特別会計での効果と見通し
※仮定条件により試算。今後、結果が変わる可能性有。

第6章 計画の推進
・施設ごとの最適化とインフラ全体の最適化
・優先順位の設定方法
・計画の推進体制
（最高責任者、管理責任者、外部委員会、推進事務局の役割）

・4つのリーディングプロジェクト
・計画予定表

インフラ管理の意義と方向性

・「インフラ管理予算の制約」「インフラ管理経費が増大」
・インフラの管理に必要な人や予算が確保できなければ、現在のインフラを維持し続けることが困難

インフラマネジメントの目的

市民の安全・安心を守り、市民生活を支え続ける

・ＰＤＣＡサイクルによる継続的改善

マネジメント全体の検証と改善

個別施設の計画の検証と改善

検証

検証

２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（２）社会基盤施設マネジメント計画の構成
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２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（３）社会基盤施設マネジメント計画の位置づけ

鎌倉市公共施設等総合管理計画

鎌倉市総合計画

・社会基盤施設マネジメント計画

鎌倉市
都市マスタープラン

道路舗装
修繕計画

反映・連携

橋りょう
長寿命化
計画

下水道

総合浸水
対策

基本計画

公園施設

長寿命化
計画

(街区公園
再整備)

下水道
マスター
プラン

下水道
中期
ビジョン

一般廃棄
物処理
基本計画

個別施設の計画（施設別の行動計画）

・公共施設再編計画

※

緑地維持
管理計画

※

緑地施設
長寿命化
計画

連携

・鎌倉市環境基本計画

・鎌倉市緑の基本計画 ・鎌倉市商工業振興指針
・鎌倉市景観計画 ・鎌倉市観光基本計画
・鎌倉市交通マスタープラン ・大船駅東口第2地区基本計画（案）
・鎌倉市住宅マスタープラン ・深沢地域の新しいまちづくり基本計画
・鎌倉市地域防災計画 ・深沢地域まちづくりガイドライン（案）

等

【各部門の個別計画】

※は今後策定予定の計画です。

図 1-7 社会基盤施設マネジメント計画の位置づけ
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※H28(2016年)3月時点
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２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（４）計画期間

令和６年（2024年）
現在

図 1-9 計画期間
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＜インフラ管理の目的＞
市民の安全・安心を守り、市民生活を支え続ける

＜マネジメントの方向性＞
・インフラの管理のあり方を基本から見直す
・適正かつ持続的にインフラを管理する方針を定める
・管理経費の縮減方策を網羅的に示し、効果の見通しを試算する

＜インフラ管理の目標＞
・適切なインフラ管理の実施
・適切なサービスレベルの設定
・インフラ総量の抑制
・インフラ管理コストの圧縮、削減、平準化

２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（１）社会基盤施設マネジメント計画策定の目的

図 1-3 インフラ投資の最適化の必要性



基本方針

基本施策

施設別マネジメント計画

社会基盤施設
マネジメント
計画の範囲

個別施設の計画（施設別の行動計画）

道路・橋りょう・トンネル 河川・雨水調整池 公園等・緑地 下水道

◆ 道路舗装修繕計画
◆ 橋りょう長寿命化計画

◆ 下水道総合浸水対策
基本計画

◆ 公園施設長寿命化計画
◇ 緑地維持管理計画
◇ 緑地施設長寿命化計画

◆ 下水道マスタープラン
◆ 下水道中期ビジョン

◆ 下水道施設長寿命化
計画

反映・連携

本市のインフラの課題を解
決し、目指すべき姿を実現
するための基本方針

取組みの視点によるマネジ
メントの基本施策の考え方

基本方針に基づく施設ごと
のマネジメント計画

◇は今後策定予定の計画です。

生活環境施設 産業振興施設

◆ 一般廃棄物処理
基本計画

◆ 漁港施設管理計画
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２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（５）社会基盤施設マネジメント計画の体形

図 3-3 社会基盤施設マネジメント計画の体系
※H28(2016年)3月時点



⚫ 基本方針１：安全・安心で魅力あるインフラの
維持

安全で安心して利用できる魅力あるインフラの実現を目
指します。また、個々のインフラが持つ価値の保全と活
用に努めます。

⚫ 基本方針２：継続的な財政負担軽減及び新た
な財源の確保への取組みとリスク評価による
優先度設定

増加が予測されるインフラ管理経費を適切に見通し、
また可能な限り圧縮するため、財政負担の軽減に効果の
期待できる施策、新たな財源の確保等について、広く検
討し、実現します。

原則として、新たなインフラは「造らない」「買わない」
「貰わない」を方針とし、インフラの総量を今より増やさ
ないことを基本とします。

また、限りある予算を有効に活用するため、リスク評価
に基づき、市民の影響度が高いインフラの管理を優先的
に実施します。

⚫ 基本方針３：市民・民間事業者・行政が一体と
なった計画の推進

鎌倉市のインフラの現状認識を市民と共有し、マネジメ
ントへの理解と協力を得るものとします。また、市民・民
間事業者・行政が一体となったインフラ管理の推進体制

を構築します。

⚫ 基本方針４：適切な情報管理に基づくインフ
ラ管理

効率的かつ効果的に必要な情報を収集・蓄積し、インフ
ラ管理にかかる経費の将来見通しの精緻化、効率的・効
果的な施策の立案、取組みの優先順位設定などに活用
可能な情報管理を行います。

￥ i
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２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（６）基本方針

基本方針

基本施策

施設別マネジメント計画

社会基盤施設
マネジメント
計画の範囲

個別施設の計画（施設別の行動計画）

道路・橋りょう・トンネル 河川・雨水調整池 公園等・緑地 下水道

◆ 道路舗装修繕計画
◆ 橋りょう長寿命化計画

◆ 下水道総合浸水対策
基本計画

◆ 公園施設長寿命化計画
◇ 緑地維持管理計画
◇ 緑地施設長寿命化計画

◆ 下水道マスタープラン
◆ 下水道中期ビジョン

◆ 下水道施設長寿命化
計画

反映・連携

本市のインフラの課題を解
決し、目指すべき姿を実現
するための基本方針

取組みの視点によるマネジ
メントの基本施策の考え方

基本方針に基づく施設ごと
のマネジメント計画

◇は今後策定予定の計画です。

生活環境施設 産業振興施設

◆ 一般廃棄物処理
基本計画

◆ 漁港施設管理計画
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◆ 下水道中期ビジョン

◆ 下水道施設長寿命化
計画

反映・連携

本市のインフラの課題を解
決し、目指すべき姿を実現
するための基本方針

取組みの視点によるマネジ
メントの基本施策の考え方

基本方針に基づく施設ごと
のマネジメント計画

◇は今後策定予定の計画です。

生活環境施設 産業振興施設

◆ 一般廃棄物処理
基本計画

◆ 漁港施設管理計画

２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（７）基本施策

図 3-4 社会基盤施設マネジメントの取組みの視点



項目 記載内容

現状・課題・施設管理の目
標

施設ごとの現状・課題と、その課題を解決するための施設管
理の目標

施設の管理方針 施設の現状・課題を踏まえた管理における基本的な方針

取組みスケジュール
短期計画（H29年度～H37年度）、中期計画（～H47年度）、
長期計画（構想）（～H68年度）において取組む内容

主な施策の内容 施設の管理方針を実現するための施策の内容

マネジメントの実施によ
る効果

現在の管理手法を継続した場合の将来経費の試算結果に対
し、マネジメントを実施した場合の効果

12

基本方針

基本施策

施設別マネジメント計画

社会基盤施設
マネジメント
計画の範囲

個別施設の計画（施設別の行動計画）

道路・橋りょう・トンネル 河川・雨水調整池 公園等・緑地 下水道

◆ 道路舗装修繕計画
◆ 橋りょう長寿命化計画

◆ 下水道総合浸水対策
基本計画

◆ 公園施設長寿命化計画
◇ 緑地維持管理計画
◇ 緑地施設長寿命化計画

◆ 下水道マスタープラン
◆ 下水道中期ビジョン

◆ 下水道施設長寿命化
計画

反映・連携

本市のインフラの課題を解
決し、目指すべき姿を実現
するための基本方針

取組みの視点によるマネジ
メントの基本施策の考え方

基本方針に基づく施設ごと
のマネジメント計画

◇は今後策定予定の計画です。

生活環境施設 産業振興施設

◆ 一般廃棄物処理
基本計画

◆ 漁港施設管理計画

表 4-1 施設別マネジメント計画の構成

２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（８）施設別マネジメント計画
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２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（８）施設別マネジメント計画

管理数量

現状と課題

施設管理の目標

施設の管理方針

主な施策

取組みスケジュール

マネジメント実施による効果
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将来経費の試算 マネジメント後の試算

一
般
会
計

イ
ン
フ
ラ
管
理
経
費
（
億
円
／
年
）

補修更新／緑地 補修更新／公園等 補修更新／雨水調整池
補修更新／河川 補修更新／道路付属施設 補修更新／トンネル
補修更新／橋りょう 補修更新／道路（舗装） 人件費
維持管理／管理業務 維持管理／緑地 維持管理／公園等
維持管理／雨水調整池 維持管理／河川 維持管理／道路付属施設
維持管理／トンネル 維持管理／橋りょう 維持管理／道路（舗装）

約39億円／年
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２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（９）インフラ管理経費の試算（一般会計）

約32億円／年

将来経費の試算
（マネジメント実施前）

マネジメント後の
経費の試算

図 5-1 一般会計の将来経費予測とマネジメント後のインフラ管理経費の試算比較



２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（10）インフラ管理経費の試算（一般会計）

0

20

40

60

80

100

120

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49 H50 H51 H52 H53 H54 H55 H56 H57 H58 H59 H60 H61 H62 H63 H64 H65 H66 H67 H68

億
円

年度

将来経費の試算

雨水調整池 管理業務 緑地
公園等 河川 道路付属施設
トンネル・地下道 橋りょう・橋りょう構造物 道路（舗装）
人件費

0

20

40

60

80

100

120

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49 H50 H51 H52 H53 H54 H55 H56 H57 H58 H59 H60 H61 H62 H63 H64 H65 H66 H67 H68

億
円

年度

マネジメント実施した場合の試算

雨水調整池 管理業務 緑地

公園等 河川 道路付属施設

トンネル・地下道 橋りょう・橋りょう構造物 道路（舗装）

人件費

R38年
2056年

億円

億円

H29年
2017年

R07年
2025年

R17年
2035年

R38年
2056年

100

0

80

120

60

40

20

100

0

80

120

60

40

20

0

20

40

60

80

100

120

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
3
4

H
3
5

H
3
6

H
3
7

H
3
8

H
3
9

H
4
0

H
4
1

H
4
2

H
4
3

H
4
4

H
4
5

H
4
6

H
4
7

H
4
8

H
4
9

H
5
0

H
5
1

H
5
2

H
5
3

H
5
4

H
5
5

H
5
6

H
5
7

H
5
8

H
5
9

H
6
0

H
6
1

H
6
2

H
6
3

H
6
4

H
6
5

H
6
6

H
6
7

H
6
8

億
円

年度

将来経費の試算

雨水調整池 管理業務 緑地
公園等 河川 道路付属施設
トンネル・地下道 橋りょう・橋りょう構造物 道路（舗装）
人件費

H29年
2017年

R07年
2025年

R17年
2035年

マネジメント実施前

マネジメント後

H29～H37年
2017～2025年

～R17年
～2035年

～R38年
～2056年

図 5-2 将来のインフラ管理経費の
試算結果（マネジメント実施前）

図 5-3 マネジメントを実施した後の
インフラ管理経費の試算結果 15



基本方針

道路

公園等・緑地

下水道・終末処理場

産業振興施設

生活環境施設

市
が
所
有
す
る
全
て
の
イ
ン
フ
ラ

施設別の
マネジメント

〈個別最適の追求〉

インフラ全体の
マネジメント

〈全体最適の追求〉

キャッチボール
〈相互関係〉

橋りょう

河川・雨水調整池

トンネル

道路付属施設

２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（11）施設ごとの最適化と全体の最適化

図 6-1 施設ごとの最適化と全体の最適化
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発生確率小 発生確率中 発生確率大

影
響
小

影
響
中

影
響
大

リスク（事故・故障）が発生する確率 大小

リ
ス
ク
（
事
故
・
故
障
）
に
よ
る
影
響

小

大

：高リスク：中リスク：低リスク

凡例

図 6-2 優先順位の設定の考え方（概念図） 図 6-3 リスク評価の考え方

２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（12）施設ごとの最適化と全体の最適化
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マネジメント施策の実施
• 施策又は施策の優先順位

の設定
• 施設ごとの管理目標の達成

に向けた個別施策の実施
• 新たな財源の確保

施策の再検討の必要性
（管理経費の削減）

・総量を減らす
・機能を再編する
・追加の負担を求める
・その他の分野との調整

など

インフラ管理のために
確保が可能な財源

シミュレーション
（将来経費の削減効果の試算）

将来のインフラ管理に
必要となる経費

図 6-4 施策の実施と確保可能な財源の調整

２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（13）施策の実施と確保可能な財源の調整
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P

D
C

A

P

C

A

社会基盤施設マネジメント計画

個別施設の計画

・担当部署ごとに行う

・個別施設の計画の策定・実施

・実施の評価・実施事業評価

・評価に基づき1年ごとに改善

・インフラにかかわる部署全体で行う

・社会基盤施設マネジメント計画の

策定・実施・実施事業評価

・実施の評価

・評価に基づき6年ごとに改善

D
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２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（14）ＰＤＣＡサイクルの概念

図 6-6 各計画におけるＰＤＣＡサイクルの概念



リーディングプロジェクト選定の条件 抽出される施策
（リーディングプロジェクトの候

補）項目 具体的条件

施策の実施効果が高いこと
マネジメントの結果、十分なコスト
削減効果が見込まれる施設の施策

・道路に関する各施策
・下水道に関する各施策

先 導
性 が
あ る
こと

分野横断的に実施す
る効果が高いこと

施設別マネジメント計画に示される
主な施策のうち、施設の種類に関わ
らず取組む共通の施策であり、分野
横断的に取組むことで効果が期待で
きる施策

・情報の収集・電子化の推進

他分野での応用可能
性が高いこと

施設別マネジメント計画に示される
主な施策のうち、施策の取組内容や
成果から得られるノウハウ・知見が、
他の取組みに活用できる施策

・予防保全型管理の導入
・民間事業者の活用・市民との協
働

２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（15）リーディングプロジェクト

表 6-10 リーディングプロジェクト選定の考え方と候補となる施策
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プロジェクト2：
持続型下水道の整備推進プロジェクト

・予防保全型管理による点検調査計画の策定
・持続型下水道幹線の整備
・処理区の再編
・地方公営企業法の適用

プロジェクト1：
道路の安全・安心の推進プロジェクト

・道路舗装修繕計画の策定による予防保全型管
理の導入
・負担金制度の見直しによる歳入確保
・橋りょう長寿命化修繕計画の策定による予防
保全型管理の導入
・トンネル長寿命化修繕計画の策定による予防
保全型管理の導入

プロジェクト3：
インフラ管理の効率化のための情報管理推進

・情報の収集・電子化の促進

プロジェクト4：
多様な担い手によるインフラ管理推進プロジェ
クト

・民間事業者の活用の検討
・市民との協働の検討

２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（16）リーディングプロジェクト
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２ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の概要
（17）計画の推進のために（計画策定委員会）

インフラを的確にマネジメントしていくには・・・・全
体最適を実現し続ける体制と必要な管理財源確保が求め
られます。
具体的な手順としては、
①市民ニーズの変化をとらえ、
②民間の開発によりつくられ市が管理を引継いだものを
含めて施設の実状を極力正確につかんでリスクなどを見
通し、
③財務面の見通しと付き合わせながら、
④サービスレベル等の目標を設定、
⑤それを実現、確保し続けるための計画を策定し、
⑥定期的に実施状況･結果をモニタリング・評価･改善を
繰り返し、
⑦計画改定を行うことが、
個々の施設レベルとともにインフラ全体でも望まれます。

計画の推進のために



施設別施策推進表
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３ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画の運用
（１）社会基盤施設マネジメント計画推進会議

社会基盤施設マネジメント計画推進会議

組織構成

委 員 長 都市整備部長
副委員長 都市整備部次長
委 員 都市整備総務課長、道水路管理課長

道水路調査課長、道路課長
下水道経営課長、下水道河川課長
農水課担当課長、作業センター所長
浄化センター所長、みどり公園課長

「施設別施策推進表」を用いて、毎年度４～５回、

進捗状況・課題報告等の会議を実施している。

施策内容・効果

当年度工程

次年度へ向けた課題及び対処法

次年度以降の工程

進捗状況・達成率

進捗状況・達成率


